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ばならない。そして c に Servant-Leadership の直接的な徳目が備わらなければならない。特に布施を強調するの
は Servant-Leadershipの直接的な徳目には見ることができない。間接的な徳目と一致する部分がないようであるが、
強いて言うならば、㊱から㊸に Servant-Leadership の間接的な徳目を包括することができる。
このように菩薩が歓喜地に留まるということは、多くの場合、衆生世界の王となり、自在に常に正しい教法を説
き、大きく施し、衆生たちをすべて包摂する。包摂するということは、ただ抱きかかえるということだけではない。
衆生たちの貪着の心、互いに嫉妬する心の垢をうまく無くしてやることである。また、常に大きく施して衆生たち
をすべて包摂するということは、善業を積むということであるが、モノを与え、暖かい言葉をかけてやり、利益に
なるようにしてやり、困難なことを共に悩むということである。
そうでありながら菩薩は仏を常に考え、正法を常に考え、同行の菩薩たちを常に考え、菩薩が実践しなければな
らないものを常に考えなければならない。またこのように実践しながら、自身がリーダーであり、優れた者であり、
師匠にならなければならず、それは正しく全ての衆生たちの拠りどころであるということを忘れてはならないとい
うことである。
このように、上を念願しながらも下の衆生たちの師匠にならなければならないということ、および、その資格が
あるという自覚をもち品格を備える時、すべての衆生の拠り所となるのである。これが王としての菩薩の姿勢と実
践である。
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３）あわれみ（悲）こそ、菩薩の実践
歓喜地の菩薩は、この上ない自利利他行の能力を成就することにより、聖なる境界を証得するという、大きな喜
びが起こる第一番目の地位である。すなわち無限の喜びを満喫する地位ということである。この初地で自利利他行
を成就したということは、今後、実践行に自信を持つようになる。
上にも述べたが、5 番目の菩薩は誓願を立てて実践する。また９番目では布施を強調していた。これは慈悲の実
践に該当するであろう。こうして菩薩の実践は自利と利他がともに成就するということなのである。
法蔵によれば、菩薩が起こす実践には４種類がある。①優れていることに立脚してみると、布施行を修行して成
就することである。②成就されたことに立脚すれば、10 種の大願を起こすことである。③修行して成就すること
に立脚してみると、信などの 10 種の行為を実践することである。④真実の行為ということに立脚してみると十波
羅蜜をすべて修行するということである15）。このように菩薩は善根を集め、仏となることを願うが、衆生を大きく
あわれむ（大悲）心が原因となり、これにより聖人の姿を得るのである16）。これにより数多くの実践のなかで大
悲心を先頭に置いていることがわかる。これは利他に該当する。よって自利利他の能力を備えた菩薩であるが、利
他行が優先されることを重視しなければならない。
ここでもう一度、菩薩が善根を集める方法について考えてみよう。経典ではこれに対して 10 種を提示する。そ
の中、９番目が仏法を信じて楽しみ、仏の智慧を求める善根を集めることであり、10 番目が大慈悲を現し出すた
めに、菩提心を発し善根を集める17）。菩薩の実践において仏の世界を信じ、それを喜ぶことがまず重要である。そ
れでこそ仏の智慧を実現可能にするためである。仏の智慧を実現するということは、仏の大慈悲を実現することで
ある。菩薩はその大慈悲を実現させるために発心するのである。
法蔵は、愛すること（慈）を粗い心、あわれむこと（悲）を細かい心に喩える。そして、慈は衆生に喜びを与え、
悲は衆生の辛さを離れさせることであると説明する18）。しかし、菩薩は前でも言及したように、愛すること（慈）
とあわれむこと（悲）の中、あわれむことをより重視する。なぜならば、このあわれむ心こそが菩提心を起こす第
一原因になるためである19）。そして、この大きくあわれむ心が無ければ、究極的に衆生を救済することはできない
という20）。
『十地経論』では大きくあわれみの心について９種類により説明する21）。その９種類が意味するものを述べると
次のようになる。
第一は、あわれむ心があってこそ、微細な苦痛を知る智慧の力が増長するためである。大きくあわれむ心を通
して衆生たちの微細な苦痛までも知る智慧が生じるようになる。法蔵は、智は世間の真理を知ることであり、
慧は聖人の真理を照らすことであると述べる22）。世間の真理、衆生たちが苦痛を受ける真理［十二縁起］を知っ
てこそ聖人の真理であり、それを照らしてくれ、苦痛を無くすることができるのである。
第二は、あわれむ心があってこそ、苦痛を受けている衆生たちを立派な方法で包摂することである。『経論』には、
どのような方法なのかは具体的に明かしていないが、法蔵は四摂法（布施、愛語、利行、同事）であると述べる23）。
第三は、あわれむ心があってこそ、はじめて衆生世界に利益を与えるようになり、その心が増長する。
第四は、あわれむ心があってこそ、はじめて無量なる如来の神通な力を成就し、衆生に信を出すようにさせる
ことができるようになる。
第五は、あわれむ心があってこそ、偉大な法に対して決定的に信じ、深い智慧により衆生たちの苦を癒すため
である。法蔵は、決定的な信はすべての仏の深い智慧を知るところに繋げ、それにより衆生に最上の方便を用
いることができると述べる24）。
第六は、あわれむ心があってこそ、正しい悟りに至るためである。法蔵は、そのような時、菩薩は無礙智を得
る方向に出、自然（本来そのまま）の智慧にしたがうと述べる25）。
第七は、あわれむ心があってこそ、よく偉大な教法を受け、衆生たちに教説するためである。
第八は、あわれむ心があってこそ、優れた功徳を接受するためである。
第九は、あわれむ心があってこそ、無量の愛の結果の原因により、ついに涅槃に至るためである。
このように菩薩が、あわれむ心を通して衆生の辛さを無くすことは、愛すること（愛）の結果として自身が涅槃
に至り、衆生たちを教化することができる。すなわち、衆生に楽しみ（幸福＝喜び）を与えることと同時に、自身
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の涅槃も成就するのである。よって菩薩の実践は衆生に対するあわれみにより可能となることを十分に知ることが
できる。
ところで、このような利他行のために菩薩は誓願を立てる。本性に集約して言えば、誓願は衆生を救おうとする
意志と、仏法に対する優れた理解と、信を本性とする。すなわち誓願、衆生を救おうとすれば、仏法に対する優れ
た理解と信が前提とならなければならない。そして、菩薩は清浄でなければならない。それにより仏法を求め衆生
を済度することができる。また誓願は悟りが前提となるために、その後の実践の様相となる。それゆえ誓願が増長
することができるためである。そのようになれば、一つの実践に全ての実践を具備する功徳が備わる。このような
能力を、菩薩は初地によく備えることができるのである26）。
４　誰が実践するか
そうであれば、あわれむことを最優先する菩薩は現代では誰であろうか。そして、どのように現代社会で具体的
に菩薩行を実践するのであろうか。現代社会で我々、一人一人が行う役割が明らかに存在するが、それが社会的実
践となるためには、これまで述べてきたことを充足させ、菩薩の資格がなければならない。その資格があると見て
みよう。それにも関わらず、菩薩個人が一人で現代社会の悩みを全て抱え込むというのは容易なことではなく効果
も小さくなるほかない。
個人的には、一人の仏、一人の菩薩では、現代社会の悩みを治癒することはできないと考える。よって前に見た
ように、菩薩の姿勢として同僚の菩薩たちの実践を互いに賛嘆することがあったが、これは昔、無数の仏菩薩が必
要だったことを教えている。
そして多くの仏菩薩が一つの集団を形成する菩薩集団であってこそ、現代における効果的な菩薩の実践を可能に
するであろう。この時、菩薩の集団は人格者となり、菩薩が持つべき徳目を備えなければならない。すなわち、仏
の本願力と威神力、そして自身の清浄なる修行を通してこそ、通摂、菩薩行が可能であるということである。菩薩
がそのような修行を通さずに人天の師匠になれるという心を出したなら、それは毒キノコと同じである。まもなく
自らが限界をさらけ出し、むしろ社会の悪になるであろう。
ところで、一人の菩薩が治癒できない衆生たちの辛さは、菩薩集団が現代社会で積極的にあわれむこと（悲）の
実践を行なわなければならないということであろう。そうであれば何が現代的な菩薩集団であろうか。そして、そ
の集団をどのように実践すれば通摂の実践が可能となるであろうか。
周知のように、現在は心身の豊かさから治癒とヒーリング（精神の高揚）を強調する時代となった。心身の治癒
を通して幸福を求めるのである。我々にとって幸福を求めるための時代に、菩薩の集団は社会福祉団体とともに一
つのグループが衆生たちの救済のために中心に立ち、通摂の実践をしなければならないのである。
その菩薩の集団は、上に述べたことを自覚しなければならない。集団自体が盧舎那仏の本願力で形成されたとい
うことを自覚し、絶えず内外を隔てなく通摂する実践をしなければならないのである。
５　おわりに
以上、華厳学から見た時に通摂の実践がどのように可能なのかを考察してきた。仏教の変化を求める現代に、果
して仏教が社会にどのように対応しなければならないか。テレビをつけると、メディアが宗教の役割を代行してい
るという錯覚を起こす。ウェルビーイングの食べ物、ヒーリング治療、健康常識など、人々が必要とする情報が溢
れている。こうした昨今の現実において、宗教ができることは果してあるのであろうか。それも特に無礙あるいは
円融という観念的な論理を駆使する華厳学が、現代社会に入り込んで積極的に慈悲の実践を果たすことができるで
あろうか。
このような問題を解くための端緒として、本稿では通摂の概念を整理した。仏教で用いる通摂は、現代によく用い
られる統摂（consilience）とは異なる。通摂こそが仏教の真理をよく伝達することであることも主張した。この通摂
六
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の概念は、どのようなことでも十分に貫通し、またはどのようなこととも十分に疎通しながらも、そこに留まること
なく、その一つ一つを縦横にわたり同一の水準で包摂する概念であると現代的に解釈することができるであろう。
菩薩たちは、このような通摂的な実践を行なわなければならない。また、菩薩が衆生のために実践する時、本願
力と威神力を忘れてはならないことも強調した。盧遮那仏の過去の願力と威神力を得て三昧に入った後、三昧から
出て実践に入る時、始めてさまたげ無く、全ての衆生を縦横に貫いて見、通摂の実践を行なうことができるためで
ある。そして、菩薩はこのように悟りを根底に置いているから菩薩の実践は悟りの行為である。そのような実践で
あってこそ、悟ることのできない衆生たちを通摂する実践が可能なのである。
特に国を治める王の立場で施し包摂することを強調した。それは自らが品格を持ちながら、仏を常に考え、衆生
たちの拠り所にならなければならないということである。王としての菩薩の実践の根本は利他主義にある。歓喜地
の菩薩は自利利他を成就することにより喜びを得るが、経典では菩薩が善根を集める心の姿勢を持たなければなら
ないと説きながら、愛すること（慈）とあわれむこと（悲）の内、あわれむことをより重視する。法蔵もあわれみ
の心こそが菩提心を起こす第一原因であり、大きくあわれむ心が無ければ究極的に衆生を救済できないと述べてい
る。これは、慈悲を一つの概念としてだけ考えてきた我々に相当の示唆を与えるものである。　
このように、菩薩があわれみの心を通して衆生の辛さを無くすことは、衆生に煩悩を取り除き楽しさ（幸福＝喜
び）を与えることと同時に、自身の涅槃も成就される。そして菩薩もこのような心と実践が可能なように誓願を立
てることを忘れてはならない。衆生を救済しようという意志と、仏法に対する優れた理解と信を備えることができ
るように誓願を立てることである。
現代において、このような通摂的な実践を行なうことができる菩薩について、菩薩集団の存在が必要であると考
える。同僚菩薩たちの実践を互いに賛嘆する組織のない菩薩集団から、組織を備えた菩薩集団に至るまで必要であ
る。そのような菩薩集団もやはり人格化されて菩薩に必要な前提を備えなければならない。菩薩集団が現代ではど
のような具体的な名称を持った集団であるか、どのような通摂的な実践をするのか、などの具体的なことについて
は、今後の課題とする。
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